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豊
作

の
願
い

を
託

し
て
 

農
作
業

フ
ル
回
転
 

健
苗
づく
り
は
 

温
度
管
理
が第
一
条件
 

種
も
み
作
り
か
ら
始
ま
る
農
 
町
で
は

今
年
も
健
苗
の
育
成

作
業
も
今
の
時
期
に
な
る
と
苗
 
技

術
を
促
進
し
、
米
質
の
向
上

代
へ
の
播
種
も
終
り
、
豊
作
の
 

と
農
業
経
営
の
安
定
に
寄
与
す

願
い
を
託
し
て
健
苗
づ
く
り
が
 

る
目
的
で
、
今
月
下
旬
頃
か
ら

主
体
に
な
り
ま
し
た
。
 

「水
稲
の
青
空
教
室
」
ゃ
「
育
 

苗
コ
ン
ク
ー
ル
」
 
を
予定
し
て

い
ま
す
。
 

健
苗
づ
く
り
の
最
大
の
要
点

に
は
、
適
切
な
温
度
管
理
が
上

げ
ら
れ
、苗
の
葉
が
一枚
半
ま
で

は
ニ
十
五
度
ー
三
十
度
、
 一
枚

半
以
上
に
な
る
と
二
十
度
1

一

十
五
度
が
適
正
温
度
で
、
こ
の
 

温
度
を
保
つ
た

め
に
ビ
ニ
ー
ル

を
取
っ
た
り
、
 

か
ぷ
せ
た
り
、
 

ハ
ウ
ス
で
は
、
 

火
を
炊
く
な
ど

が
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ム
レ

苗
の
発
生
防
止

や
立
枯
れ
病
の

防
除
に
務
め
適

時
防
除
剤
の
散

布
も
必
要
で
、
 

低
温
降
霜
時
に

は
、
ビ
ニ
ー
ル

や
む
し
ろ
を
掛

け
て
保
温
効
果

を
高
め
る
こ
と

も
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
豊
作
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 に

は
、
自
然
的

条
件
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
健

苗
の
育
成
が
最

も
重
要
と
さ
れ
、
 

青
空
教
室
は
、
 

ら
つ
し
た
健
苗

づ
く
り
の
基
本

と
な
る
べ
き
、
 

育
苗
管
理
を
十

分
に
徹
底
さ
せ

る
た
め
、
実
施

す
る
も
の
で
す
。
 

水
田
利
用
再
編
第
三
期
対
策

の
今
年
度
転
作
等
目
標
面
積
や

米
の
売
渡
限
度
数
量
が
昨
年
幕

れ
に
県
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
ま

し
た
が
、
第
三
期
対
策
二
年
目

の
今
年
は
昨
年
の
反
収
が
史
上

最
高
だ
っ
た
当
町
に
対
し
て
減

反
面
積
が
緩
和
さ
れ
、
三
百
四

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
対前
年
比

四
・
四
％
の
減
）
で
作
付
面
積

は
、
千
六
百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
事
前
売
渡
申
込
限
度

数
量
は
八
千
三
百
四
十
ー
ト
ン
 

（
十
三
万
九
千
十六
俵
）
、加
工

品
の
原
材
料
に
使
用
さ
れ
る
他
 
 用

途
利
川
米
主
産
予
定
数
量
が

ニ
百
八
十
ー
ト
ン

（
四
千六
百

八
十
四
俵
）
と
示
さ
れ
、
昨
年

に
比
ベ

一
・
一
％
の
伸
び
で
こ

の
農
家
配
分
は
、
六
月
下
旬
頃

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
当
町
に
お
い
て
の
作
況

指
数
は
百
十
三
で
反
収
が
六
百

六
十
三
キ
ロ
、
収
穫
量
九
千
一
一

百
二
十
ト
ン
で
、
史
上
最
高

の
豊
作
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
 

育
苗
技
術
や
追
肥
、
気
温
の
変

化
に
応
じ
た
水
管
理
な
ど
も
含

め
豊
作
時
の
農
作
業
を
思
い
起

し
て
み
る
の
も
重
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 

種もみの塩水選をする金木農協青年部員 

6
0

年
度
産
米
は
 

十
三
万
九
千
十
六
俵
が
割
り
当
て
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年度予I算決 
定例町議会で承 

歳出 	 総額 2,810,802千円 	 歳入 

単
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議 会 費

農林水産業費

民 生 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

土 木 費

消 防 費

そ の 他 

諸 収 入

地方譲与税

県支出金

町 

地方交付税 

町 	税 

国庫支出金 

使 用 料
及び手数料 

繰 入 金 

そ の 他 

ー 

38,216 (1.3%) 

44,500 (1.6%) 

81,139 (2.9%) 

2 1 3 8 8 8 	［' 6 %  

333,475 	(11.9%) 

363,831 	(13.0%) 320,300 (11.4%) 

626,683 、 22.3%' 1,313,000 (46.7%) 

374,803 (13.3%) 522,181 (18.6%) 

291,314 (10.4%) 352,210 	(12.5%) 

59,402 (2.1%) 

38,394 	(1.4%) 

102,356 (3.6%) 

219,587 	(7.8%) 

180,593 (6.4%) 

72,961 	(2.6%) 

水道事業会計 老人保健特別会計 国民健康保険特別会計 

水道事業収益 	 180,088 
営業収益 	  112,009 

うち給水収益 	 100,595 
営業外収益 	 68,079 

うち他会計補助金 	56,879 
水道事業費用 	 180,088 

1 	-費JfJ 	  102,844 
うち減価償却費 	・34,253 

営業外費用 	 ・76,別4 
うち支払利息 	76,844 

予備費 	 400 
資本的収入 
資本的支出 	 ・31,7 

うち企業債償還金 	31,710 
ノ資本的収入額が資本的支出額に、 
~対して不足する額は当年度分損~ 
、益勘定留保資金で補てんする。ノ 
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健
支
給
事

入
金
他
 
費

給
保
事
施

費
出

費
  



性質別内訳 

区 	分 予算額 構成比 前年比 

1．人 件 費 841,052 29.9 5.1 

2 ．物 件 費 236,491 8.4 △ 1.7 

3 ．維持修善費 28,144 1.0 9.3 

4 ．扶 助 費 42,129 L5 △ 2.6 

5 ．補 助 費 552,108 19.7 0.5 

6 異警茎 19,880 a7 0.0 

7.繰 出 金 26,250 0.9 24.0 

8 ．公 債 費 352,210 12.5 14.7 

9 嘗讐婆 696,004 24.8 △26.9 

10．災害復旧費 13,534 0.5 皆増 

n．予 備 費 3,000 0.1 0.0 

計
  

2,810,802 100.0 △ 5.1 

昭
 

▼
金
木
だ
よ
り
印
刷
費
に
百
一
一

十
一
万
五
千
円
▼
庁
舎
清
掃
・

行
政
事
務
電
算
等
委
託
料
に
一

千
四
百
八
十
五
万
七千
円
▼
納

税
貯
蓄
組
合
報
償
金
に
七
百
一
一

十
万
円
 

マ
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
の

分
担
金
・
負
担
金
に
一
億
六
千

七
百
十
四
万
円
▼
防
火
水
槽
新

設
工
事
に
二
百
六
十
六
万
円
 

▼
街
灯
修
理
及
び
新
設
に
二
百
 

万
円
▼
福
祉
バ
ス
購
入
費
に
一
 

千
百
万
円
▼
重
度
心
身
障
害
者
 

医
療
費
助
成
に
一
千
二
百万
円

マ
霊
園
墓
石
工
事
費
に
二
百
八

十
万
円
▼
健
康
診
査
・
成
人
病

検
査
委
託
料
に
八
百
九
十
四
万

円
マ
金
木
病
院
負
担
金
に
一
億

六
千
五
百
四
ト
ヒ
万
七
千
円
 

教
 
育
 
費
 

マ
給
食

・・
学
用
品
等
扶助
費
に

九
百
五
十
五
万円
，
金
木
中
学

校
第
二
期
工
事
費
に三
億
八
千

九
百
五
十
八
万
八
千
円
▼
給
食

備
品
に
一
千
万円
▼
南
中
窓
枠

サ
ッ
シ
交
換
工
事
に
二
千
九
百

十
万
円
 

▼
ほ
場
整
備
・
幹
線
道
路
工
事

等
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

に
一
千
三
百
五
十
万
九
千
円
▼

農
業
振
興
に
係
る
負
担
金
補
助

及
び
交
付
金
に
一
千
五
百
七
十

万
九
千
円
▼
嘉
瀬
線
林
道
開
設

工
事
費
に
一
千
八
百
万
円
▼
県

信
用
保
証
協
会
出
資
金
に
一
千

九
百
万
円
 

▼
道
路
台
帳
整
備
委
託
料
に
一

千
五
百
万
円
▼
町
道
補
装
と
側

溝
等
工
事
費
に
四
千
万
円
▼
新

喜
良
市
線
特
改
四
種
工
事
費
に

二
千
七
百
九
十
九
万
円
●
金
木

団
地
敷
地
購
入
費
に
一
千
七
百

二
十
万
四
千
円
 

マ
災
害
復
旧
の
大
堰
川
災
害
復

旧
工
事
に
一
千
二
百七
十
万
円

マ
長
期
債
償
還
元
金
に
一
億
四

千
九
百
二
十
五
万九
千
円
》
長

期
債
償
還
利
子
に
二
億
百
七
十

万
】
千
円
▼
一
時
借
入
金
利
子

に
百
万
円
 

第
百
十
一
回
定
例
町
議
会
は
 
問
に
立
ち
ま
し
た
。
 

三
月
十
五
日
に
招集
さ
れ
、
会
 

質
問
内
容
は
今
回
ス
ベ
ー
ス

期
を
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
 
の
都
合
で
除
き
ま
す
が
、
六
議

と
決
め
た
あ
と
、
古
川
竹
夫
町
 
員
と
も
農
林

・
商
工
教
育
・
振

長
が
二
十
四
議
案
の
提案
理
由
 
興

・
財
政
に
つ
い
て
町
長
の
意
 

を
説
明
し
ま
し
た
。
 

向
を
正
し
ま
し
た
。
 

議
会
は
三
日
間
の
休
会
を
は
 

こ
の
あ
と
二
十
日
の
午
後
に

さ
み
十
九
日
と
ニ
十
日
の
午
前
 
は
予
算
特
別
委
員
会
。
休
会
日

中
沢
田
茂
・
沢
田政
孝
・
吉
崎正
 
を
は
さ
ん
だ
二
十
二
日
、
単
行

光
・
伊
藤
清
慈
・
秋
元武
治

・
 
案
の
審
議
を
行
い
全
議
案
を
原

小
林
長
一
の
各
議
員
が
一
般
質
 
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
 

商

工
観

光

課
を

新
設
 

今
議
会
で
は
、
予
算
審
議
は

も
と
よ
り
、
各
種
条
例
改
正
や

新
設
並
び
に
議
会
選
出
の
任
期

満
了
に
伴
う
町
監
査
委
員
に
白

川
竹
治
氏
の
選
出
、
固
定
資
産

評
価
委
員
に
角
田
良
逸
氏
を
再

選
す
る
人
事
案
件
な
ど
二
十
四
 

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
条

例
改
正
の
中
に
は
、金
木
町
課

設
置
条
例
の
一
部を
改
正
す
る

条
例
も
あ
り
、
企
業
誘
致
や
観

光
の
事
務
に
当
る
、
商
工
観
光

課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

無裏舞輸 
ぎ;c.'*[7艦 



保
険
税
は
国
保
を
さ
さ
え
ま
す
。
 

回

昂

の

知費 

の 

知 

ぐこんなときは必ず届出をう
届出は14日以内に 

け
  

転入してきたとき 持 
印かん、転出証明書 

？
い

z
 

 

他の健康保険をやめ
たとき 

参
す
る
も
の
 

持
参
す
る
も
の
 

一
 

 

印かん、 
社保脱退証明書 

句
と
一
 

生活保護を受けなく
なったとき 

印かん、 
保護廃止通知書 

さ
  

や
め
る
と
一
 

子どもが生まれたと 
き 

寧掌融舞農舞10昌 
給付証月月書 

転出するとき 印かん、保険証 

他の健康保険に加入
したとき 

印かん． 
両方の保険証 

生活保護を受けると
き 

印かん‘保険証 
保護開始通知書 

さ
  

そ
の
ほ
か
 

死亡したとき 印かん‘保険証 
死亡の証明 

市区町村内で住所が
変わったとき 印かん‘保険証 

世帯主が変わったと
き 

持
参
す
る
も
の
 

印かん、保険証 

世帯が分かれたり． 
ー諸にむったとき 印かん、保険証 

保険証をなくしたと
き 

印かん、身分を証明
するもの 

修学のたぬ1子どもノ
カH也のm区町干りに下 
1百するとき 

印かん，保険証 
在学証明書 

「
 

一
 昭
和
印
鐸3月
よ
り5
月
ま
で
 

一
 

金
 

滞
納
整
理
月
間
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《
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繭
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H‘
夢
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【
 
．納
税貯
暑
組
合に
 

●
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一
雛
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詔讐
期
隊
い
覧
観
本
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国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
は

会
社
等
の
各
種
健
康
保
険
に
加

入
で
き
な
い
人
が
、
病
気
ゃ
け

が
を
し
た
と
き
、
経
済
的
負
担

が
少
し
で
も
軽
く
す
む
よ
う
こ

ふ
だ
ん
か
ら
そ
の
収
入
に
応
じ

て
お
金
を
出
し
合
い
、
国
や
県

の
補
助
と
合
わ
せ
て
医
療
費
に

当
て
よ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を

目
的
に
生
ま
れ
た
制
度
で
す
。
 

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険

税
を
納
め
な
け
れ
ぱ
い
け
ま
せ

ん
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
 

税
は
医
療
費
を
は
じ
め
、
子
ど
 

も
が
生
ま
れ
た
り
、
家
族
の
だ
 

れ
か
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
給
 

付
等
、
必
要
な
費
用
に
当
て
ら

れ
ま
す
。
 

保
険
税
は
、
金
木
町
に
お
い

て
次
の
四
つ
の
方
法
を
合
わ
せ
 

高
額
療
養
費
は
同
じ
人
が
、
 

同
じ
月
内
に
、
同
じ
病
院
に
支

払
っ
た
医
療
費
（
2
I
3
割
相

当
分
）
が
五
万
一
千
円
又
は
三

万
円
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
額
を
本
人
が
負
担
し
、
あ
 
 て

決
め
て
い
ま
す
。
 

①
所
得
割
額
I
一
世
帯
の
収
入

に
応
じ
て
計
算
す
る
額
 

②
資
産
割
額
I
一
世
帯
の
固
定

資
産
に
応
じ
て
計
算
す
る
額

③
均
等
割
額
I
一
世
帯
の
被
保

険
者
数
に
応
じ
て
一
人
当
り
い

く
ら
と
計
算
す
る
額
 

④
平
等
割
額
I
一
世
帯
に
均
．
 

で
か
け
ら
れ
る
額
 

と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
が
、
 

前
も
っ
て
申
請
し
な
い
と
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

高
額
療
養
費
の
計
算
は
？

・

①
同
じ
病
院
で
も
入
院
と
通
院

は
別
べ
つ
で
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

②
同
じ
病
院
内
で
も
歯
科
は
別

計
算
と
な
り
ま
す
。
 

③
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
三
万

円
又
は
二
万
一
千
円
以
上
支
払

っ
た
人
が
復
数
い
た
場
合
、
合

算
し
て
五
万
一
千
円
又
は
三
万

円
を
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

④
同
じ
世
帯
で
そ
の
月
よ
り
前

の
1
2カ
月
の
間
に
高
額
療
養
費

の
支
給
が
四
回
あ
れ
ぱ
そ
の
四

回
目
か
ら
は
三
万
円
又
は
二
万

千
円
を
超
え
た
額
が
支
給
さ
 
 れ

ま
す
。
 

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る

ま
で
に
は
、
受
診
し
た
月
か
ら

二
、
三
ケ
月
か
か
り
ま
す
。
 そ

の
間
入
院
な
ど
の
医
療
費
の
支

払
が
高
額
に
な
り
そ
の
支
払
い
 

町
で
は
、
今
年
三
月
十
五
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
を
滞

納
整
理
月
間
に
し
、
町
村
会
に

委
託
し
て
い
る
滞
納
整
理
組
合

と
一
体
と
な
り
住
民
税
や
保
険

税
な
ど
の
滞
納
整
理
に
取
り
組

ん
で
い
・ま
す
。
 

具
体
的
方
策
と
し
て
は
、
職
 
 が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

人
に
、
そ
の
資
金
を
お
貸
し
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

返
済
は
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
た
と
き
精
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

員
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
電
話
催

告
で
滞
納
者
の
納
税
意
識
を
高

揚
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
納
税
し

な
い
方
は
、
滞
納
整
理
組
合
に

よ
る
差
し
押
え
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

滞
納
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。
 

高
額
療
養
費
は
申
請
に
 

基
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

滞
納
整
理
月
間
を
設
立
 



運
転
者
の
立
場
か
ら
交
通
 

金
木
地
区
交
通
安
金
協
会

（
 

土
岐
輝
雄
会
長
・
会
員
一
万
四

千
六
百
二
人
）
で
は
、

こ
の
ほ

ど
定
期
総
会
を
開
き
、
事
業
計

画
や
予
算
審
議
の
ほ
か
、
優
良

運
転
者
等
を
表
彰
し
、
運
転
者

の
立
場
か
ら
よ

り

一
層
の
交
通

安
全
実
銭
を
図
り
ま
し
た
。
 

金
木
町
関
係
三
十
年
以
上
の

優
良
連
転
受
賞
者
は
次
の
通
り
 

で
す
。
 

▼
．．
‘十
五
年

‘
 

高
橋
直
光
▼
三

十
年
I
中
村
古

永
、
西
村
信
雄
、
 

野
宮
雄
造
、
清

野
等
、
秋
谷
し

げ
、
小
倉
秀
四

郎
、
西
村
勇
三
、
 

長
尾
憲
康
。
 

(5） 金木だよ り （第228号） 
	

昭和60年4 月号 

新
学
期
も
始
ま
り
、
新
入
学
 

（園
）
児
も
は

り
き
っ
て
家
か

ら
飛
び
出
す
姿
を
目
に
し
ま
す

が
、
通
学
（
園
）
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
行
き
帰
り
は
も
と
よ

り
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た

り
来
た
り
で
、
行
動
範
囲
も
グ

ン
と
広
が
り
ま
す
。
 

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
交
通
安
全
教
育
は
、
 

家
庭
で
の
し
つ
け
の
ー
つ
と
し

て
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。
 

子
ど
も
は
、
大
人
に
は
考
え

ら
れ
な
い
行
動
に
出
る
こ

と
が

良
く
あ
り
、
子
ど
も
特
有
の
行

動
バ
タ
ー
ン
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

①
一
っ
の
こ
と
に
夢
中
に
な

る
と
周
囲
の
こ
と
が
目
に
入
ら

な
く
な
る
。
 

お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側

に
居
る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊

ん
で
い
た
ボ
ー
ル
な
ど
が
軍
道

に
こ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
り
す
る

と
、
車
の
走
行
も
忘
れ
て
飛
び

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
手
を
挙
げ

る
と
車
が
止
ま

っ
て
く
れ
る
ー
と
単
純
に
し
か

理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

手
を
挙
げ
て
横
断
す
る
よ
う
 

に
教
え
て
も
単
純
に
思

い
込
み

ホ
の
直
前
を
横
断
す
る

こ
と
も

あ
り
ま
す
。
 

③
物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
 

子
ど
も
は
軍
の
そ
ば
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ

て
遊
ぷ

の
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど
で

遊
ぶ
と
運
転
者
が
気
付
か
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
危
険
で
す
。
 

④
良
し
悪
し
に
か
か
わ
ら
ず

大
人
や
年
上
の
子
の
マ
ネ
を
す

る
。
 

大
人
が
黄
信
号
を
走
っ

て
渡

っ
た
り
す
る
と
、
子
ど
も
は

マ

ネ
を
し
ま
す
。
大
人
の
ル
ー
ル

違
反
は
子
ど
も
の
交
通
安
全
教

育
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
。
 

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
ノ

・
 

泰自《局窮包凹絹郵冒麗」 
月 	LI 行 	事 	名 時間 場所 31 	Ii 行 	事 	名 時間 場所 

4
n2
8

H
(
H
)
 

 

金木さくらまっり県ド馬力大会 

第l2 鍬谷杯敏如5●柄北刑ヴ較庭球大会 

西北Ii小・中学校相撲大会 

第琳栖北Ii中7佼選抜ソフト：Iiール大会 

さくらまっり開会式 

8:30 

9:00 

9:30 

9:30 

11:00 

公園馬場

公園庭球増

金中相撲場

あしの球場

さくらまっり事務所前 

窟
日
j
  

夙
”
勧
 

消防団観閲式 

金木桜まっり 土佐犬斗技大会 

第16回西北五中学校選抜野球大会 

第12糾北Ii'I'学校II（球大会 

三浦みのる民胡歌胡ショウ 

西北IL音楽振興会コンサート 

”
一
”
‘
 8
 
9
 
!
 4
  

.
 
.
 

.
 ．
 

■
 
．
 

●
 
■
 

●
 
●
 

●
 ・
 
 

0
 
0
 
3
 0
 
U
 
3
 
 

0
 
0
 
0
 0
 
0
 
0
 
 

1
 
ー
  

あしのクランド

公園内馬増

あしの球燭

トレーニングC. 

公園内演芸場

公巌内演芸燭 

2
 

の
日
  

9
脚
 

聞和60年度北地区 
春季中学校選抜パレーポール大会 

第1.1回桜まっり協賛朝野球大会
第Ii回北 IL防犯少年野球大会

茶道遠州流野点 

三上キナ津軽民胡手踊ショウ 

8:00 

8:30 
8:30 

10:00 
10:叩 

トレーニングC. 

金木高校野球燭

あしの球場

公園内招魂堂

公園内演芸燭 4 
山 
日 

第16回西」ヒ五中学校選抜野球大会 

'85金木さくらまっり歌謡ショウ 
東芝レコード“" 	Ii. H 	美甚 
キンクしコード専属 杏 	しのぷ 
ビクターレコード専属美神ひろし 

'85金木さくらまっり花火大会（画‘鳳山 

9:00 

11:00 

19:00 

あしの球場

公園内演芸場 

公園内登仙岬 3O管 扇謡会、滝栄会民胡発表会 10:00 公議内演芸場 

月
 
困
日
 

 

5
1
  

金木町老人クラプゲ‘ートボ~ル大会

山川高校町内ブラスパン片くレード

山川高校ブラスパント航奏会

戦残者合同慰霊祭（前戎祭） 

9
 
0
 
3
 8
  

0
 
。
 
0
 
0
  

0
 
3
 
0
 0
  

●
 

．
 

●
 
●
 

●
 
・
 

 

I
 
I
 ー
  

あしのソフト球燭

町内行進一公風

公剛内演芸増

公桝内招魂堂 

5

(
U
)
E
l
 

 

第9回あしの陛 I二競技選手権大会 

'85金木桜まっリ県ド読剣道大会 

'85金木桜まっり第二風カラオケ大会 
（中込み料 1.0加門, 

8:30 

9:00 

12:00 

あしのグランド 

公園内忠魂碑前 

公園内演芸場 

6
f
l
F
l
 

 

西北五身体陣害者スボーッ大会

津軽民謡・手踊黒石八郎ショウ 
⑩
m
  

あしのクランド

公園内演芸増 

困 
2 日 

戦残者合同慰霊祭 

'8S金木桜まっり第ー・回カラオケ大会 
特別ゲスト 	三浦ひろし 

（中込み料 1.00019) 

10:00 

12:00 

公聞内招魂堂

公園内演芸場 
期間中 

I 	 ー 

貸ボート・貸ゴザ・貸ポニーあります 
見世物興業あります， 
金木町山身キングレコード専臓三浦ひろし 4月29日より目時特馴出済 



（第228号）金木だよ り （6) 昭和60年 4 ).J号 

お
め
で
と
う
 

山
中
 
敬
太
 

均

）
嘉
 
瀬

松
橋
実
華
子
 
久
幸
）
喜
良
市

櫛
川
 
俊
孝
 

豊

）
嘉
 
瀬

金
深
咲
喜
子
 
禁

）
嘉
 
瀬

秋
元
 
慎
吾
 
茂
樹
）
藤
 
枝

今
 
昭
太
郎
 
竹
人
）
喜
良
市

占
川
 
賢
太
 
房
夫
）
喜
良
市
 

嘉
香
 
幸

一
）
 

貴
史
 
一
彦
）
 

哲
也
 
和
男
）
喜
良
市

杏
沙

（
隆
幸）
嘉
 
瀬

美
穂
、
俊
一
）
藤
 
枝

期
 
武

）
金
 
木

斉
記
 
敬
一
）
金
 
木

達
哉
『
久
雄
）
金
 
木
 

小
山
内
智
紀
 
道
也
）
嘉
 
瀬

内
海
 
和
哉
 
清
三
一
嘉
 
瀬

鳴
海
 
真
悟
（
剛

、
喜
良
市

尾
野
 
友
香

（
則
次）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

成 川 白 工 山 山 山 封
田 山 川 藤 本 田 リ1 馬 

金 金

木木 

嘉嘉 金 金 金 藤 

（
齢
犠
（
m
逸
）等
柿
 

金
 
木

木
造
町
 

希
 

（
総知
什
 

昔舟 
ゆ 
みh'I 

‘子 Iリ」 

IIlh'i 
“春 

滞拙 白菊 
~山.1」 川地 

和 久川1 
I喜幸 子一・ 

レ．与 l4善 
'f 作 」功I勝 

金本 金鶴 
J占 

本川「 本町‘ 

忙がしい中表敬訪問した吉幾三さん 

3 月31 El現在 前月比 

男 	6,851人 一39 

女 	7,394人 一35 

人 口 14,245人 一74 

世帯数 3,891世帯 一13 

人
口
と
世
帯
 

(8
3）
嘉

五
）
蒔
 

(4
2）
嘉
 

(7
4）
藤
 

(2
8）
藤
 

(7
3）
川
 
倉 枝枝 瀬「日 瀬 

嘉
瀬
嵐
の
長
男
窓

I
 

I
 
L
 

参
 '

”
 
。
 

1
 
-
 

(
 

と
談
笑
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
月
五
日
に
は
故
郷

で
、
千
昌
夫
さ
ん
夫
妻
の
仲
人

に
よ
る
結
婚
式
も
計
画
中
で
、
 

吉
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が

金
木
町
に
好
影
響
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
 

月
貫
 
層
園
 

三
月
届
出
 
（
満
臨
什一讐

が
噛
 

奉 

野崎の農道で 

「ベゴ飼うだい一」テガー 

駅導‘“繊碑“徴そ嘩b寒碑“駅“細噂そ細糾““瞬“"' 

...、、‘1一」一．― 	雲 

が
ん
ば

れ

吉
幾
三
 

「俺
ら

東
京

さ
行
ぐ

だ
」
が

大

ヒ
ッ

ト
 

「俺
ら
東
京
さ
行
ぐ
だ
」
 
で
 来
五
十
万
枚
以
上
の
レ
コ
ー
ド
  

お
願
い
し
ま
す
。」
と
話
すと
「
 

大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い
る
嘉
 
が

売
れ
に
売
れ
多
忙
の
毎
日
。
 
 

今
度
は
あ
る
、

あ
る
づ
く
し
で

瀬
出
身
吉
幾
三
さ
ん

（
本
名
鎌
 

テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
彼
 
宣
伝
し

た
ら
？
」
と
古
川
町
長

田
善
人
I
3
0才
｝
が
テ
レ
ビ
ロ
 
の
顔
が
映
り
金
木
町
の
紹
介
ま

ケ
の
途
中
に
役
場
を
表
敬
訪
問
 
で

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
、
職
員
か
ら
暖
い
出
向
え
を
 
役

場
に
も
「
旅
館
、
交
通
機

受
け
ま
し
た
。
 

関
は
？
・」
と
い
っ
た
電
話
が
相

奴
踊
り
保
存
会
長
で
知
ら
れ
 
次
ぐ

よ
う
に
な
り
古
川
町
長
も

る
鎌
田
稲
一
さ
ん
の
四
男
坊
で
 
「

観
光
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
助

昭
和
四
十
五
年
歌
乎
を
め
ざ
し
 

か
り
ま
す
。」
と
町
の
宣
伝
効
果

て
上
京
。
「俺
は
絶
対
プ
レ
ス
リ
 
に

期
待
し
て
い
ま
し
た
。
 

ー
」
な
ど
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
 

表
敬
訪
間
し
た
彼
は
、
久
し

最
近
大
ス
タ
ー
の
千
昌
夫
さ
 
ぶ

り
に
津
軽
弁
で
町
長
ら
と
懇

ん
が
歌
う
「
津
軽
平
野
」
を
作
 
談
し

ま
し
た
が
、
こ
の
夏
に
は

詞
‘
作
曲
す
る
な
ど
各
界
か
ら
 

映
画
撮
影
も
予
定
さ
れ
る
程
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
 

忙
し
さ
で
五
ー
六
分
の
対
談
で
 

「
テ
レ
ビ
も
ネ
ェ
ー
、
ラ
ジ
オ
 
「

い
ろ
い
ろ
、
ご
迷
惑
を
か
け

も
ネ
ェ

ー
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
以
 
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
 

（離
誌
十
静
姦
叙
 

（
離
賦
然鑓
嘱

肺

命
夢
隣
曙
橋

観
 

愈
西
里
難
銀
一
細
織
 

（総
叛
勲
麓

が
柳
 

十
ニ
月
届
出
 

露

谷
響
麗
鴫

廊
 

お

く
や

み
 

津
島
 
完
一
一
 
(6
3）
金
 
木
 

中
村
 
ト
ョ
 

鈴
木
 
徳
禰

須
崎
 
英
美

原
m
 
正
一

坂
本
 
茂

中
谷
宇
一
郎

杉
山
 
米
作
 

(7
1）

中
柏
木
 

はじめまして 戸I 

敬太ちゃん 	籍I 
体重 3,680グラム 	 ー 案 

2月26日ノはれ 

はじめまして 

敬太ちゃん 

体重 3,680グラム 

2 月26日生まれ 

嘉瀬 山中均 さんの長男 

(
 

(
 


